
◇清須市第１次総合計画 基本構想・基本計画見直し後の全体像（案） 

 ７つの施策概要 

 □市民の暮らしを支える取組み 

 ① 安全・安心で自然が息づくまちづくり【安全・安心】 

 防災基盤の整備と消防救急体制の充実をはじめ、防犯・交通安全の取組み、さらに上水道・下水道の充実やごみ処理体制の整備、斎苑施設の整備などを

通じて「安全・安心で自然が息づくまちづくり」を推進します。 

〔見直しの要点〕 

・東日本大震災発生に伴う地域防災計画の見直しを追記。・ポンプ場の耐震化、長寿命化など具体的な整備内容を追記。・用語の整理（火葬→斎苑） 

 ② 健康で思いやりのあふれるまちづくり【健康・福祉】 

 市民の誰もが、生涯を通じて元気で、働き、学び、楽しみ、社会に貢献することができる地域社会が形成できるよう、「健康で思いやりのあふれるまち

づくり」を推進します。 

〔見直しの要点〕 

・国県の施策を反映した各種予防接種事業等を追記。・社会保障としての緊急雇用対策事業等を追記。・自治会のブロック制に関して追記。 

 □市の個性を伸ばす取組み 

 ③ 水と緑に恵まれるうるおいのあるまちづくり【環境・自然】 

 貴重な資源である河川や緑地を活かして、水と緑のネットワークの形成を図ります。また、農地の有効活用、地産地消・食育の推進を通じて、農を活か

したまちづくりを進めます。さらに、資源循環型のまちづくりを進め、環境への負荷抑制を図り、「水と緑に恵まれうるおいのあるまちづくり」を推進

します。 
〔見直しの要点〕 

・環境負荷の少ない循環型社会の構築に向けた取組みを追記。・新市基本計画に基づき、水と緑のネットワーク形成及び関係事業を追記。 

・都市近郊農業の振興において、食育と伝統野菜の活用、農業体験塾について追記。 

 ④ 便利で快適に暮らせるまちづくり【基盤整備】 

 市民と事業者にとって高い利便性と快適性をもった「便利で快適に暮らせるまちづくり」を推進します。 

〔見直しの要点〕 

・事業認可に伴い春日地区の土地区画整理事業を追記。 

 ⑤ 歴史・伝統・文化・教育を大切にするまちづくり【教育・生きがい】 

 若い人材の育成はもとより、地域の文化を守り育てる生涯学習の推進とスポーツの振興などの取組みの支援。また、美濃路と清洲城に代表される歴史資

源を守り育て、活用するまちづくり。さらに地域や国の枠を超えた交流の進展による人材育成を通じて「歴史・伝統・文化・教育を大切にするまちづく

り」を推進します。 

〔見直しの要点〕 

・トイレの洋式化などの義務教育施設整備を追記。・学校給食センター整備事業を追記。・図書館整備及び運営管理、歴史資料展示室整備を追記。・社会

教育施設（アルコ清洲、カルチバ新川・図書館・美術館）への指定管理制度導入を追記。・総合型地域スポーツクラブ育成支援事業を追記。 

 ⑥ 創造的にいきいきと働くことのできるまちづくり【産業振興】 

 食品や電機器具などの製造業による市の経済の牽引や、名古屋大都市圏に位置するという恵まれた条件を活かした商業施設の立地、商業・工業の振興。

また、美濃路や清洲城などの歴史資源を活かした観光の振興を通じて「創造的にいきいきと働くことのできるまちづくり」を推進します。 

〔見直しの要点〕 

・高度先端産業立地奨励事業の追記。・歴史ガイドボランティア事業を追記。 

 ⑦ 新しい時代に対応した、参加と交流のまちづくり（市民参加と行政運営）【人づくり・行政運営】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 まちづくりを市民と共に進めるため、市民参加の推進を図ります。また、電子自治体の推進や行政運営の合理化による改革を推進します。 

〔見直しの要点〕 

・広聴事業の具体的な内容を追記。・市民協働事業の一つであるアダプト制度を追記・人事評価制度の導入に伴う追記。・公共施設のあり方基本方針に基

づく公共施設の再編を追記。 
 

基 本 理 念 

安 心 
災害や犯罪から生命・
財産を守り、安心して
暮らせるまちづくりを
目指します 

創 造 
元気で創造性豊かな活
動ができるまちづくり
を目指します 
〔見直し〕元気を追加 

快 適 
自然と共生し、住みや
すく文化的環境が整っ
たまちづくりを目指し
ます 

責 任 
持続性があり、将来世
代に責任をもてるまち
づくりを目指します 

～清須市の将来像～ 

 

水と歴史に織りなさ
れた 安心・快適な
環境都市 

〔資料１〕 


